






































そのマークは日本光学工業株式会社(現：(株)ニコン)が大正末期(13～15 年)から昭和 5 年
まで使用していたものである。 
   




れたものは、25 ㎝ブラッシャー反射赤道儀のガイド鏡として製作された有口径 76 ㎜(F=13)
の屈折鏡筒である。 
 














 現存する『光』マークの接眼レンズ群は H7,H9,H12.5,H25 で重複することなくあるが、






29 ページ最後の 3 行から 30 ページ上半分ほどがハイゲン式接眼レンズの実用性を上げる記述 




















冨田 良雄 久保田 諄 著 ウィンかもがわ発行『中村要と反射望遠鏡』より 
まとめ 
 大正末期から昭和初期に掛けてわが国で製造された望遠鏡で現存するものは少ない。ま
た望遠鏡で付属品とされる接眼レンズも同様であり、特に山本史料のようなシリーズ化さ
れたもののほとんどが現存していることは、わが国の光学産業史、天文観測史で貴重な事
例であり、重要な物品と言いえる。 
 現在、『光』マークのものをはじめとして接眼レンズ類には経時によるレンズ面の汚れ等
があるが、適切な修理、手入れで原状に戻し、試験的にでも実用して改めて当時の光学技
術を認識することも興味深いことといいえるものである。 
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